
臨 時 農 業 生 産 情 報
（大雨と雷及びひょうに対する技術対策）

令和３年６月２４日

青森県「攻めの農林水産業」推進本部

青森地方気象台発表（２０２１年６月２４日１１時００分）「大雨と雷及びひょう

に関する青森県気象情報 第１号」によると、青森県では、２４日夜遅くにかけて、

大雨となる所がある見込みです。土砂災害、 低い土地の浸水、河川の増水に注意・

警戒し、落雷や突風、ひょうに注意してください。

今後、農作物への影響が懸念されますので、気象情報に十分注意し、次の点に留意

して、被害の未然防止と軽減に努めてください。

なお、ほ場の見回り等については、危険な場所には近づかず、安全を十分確保して

慎重に行ってください。

【事前対策】

１ 共通の対策

地盤が緩み崩壊の恐れがある農地・林地及び農道・林道並びに増水中の河川など

には近寄らないようにし、異常を発見した場合は、速やかに市町村等へ連絡する。

２ 水 稲

４～５cm程度の適水位を維持しながら排水できるよう、ほ場の排水口で調節する

とともに、排水路の点検・整備を徹底する。

３ りんご・特産果樹

（１）低地や排水不良の園地では、排水溝を設けるなどの排水対策を行う。

（２）おうとうの雨よけ施設やぶどうのハウス施設、りんごのトレリスなどの破損・

倒壊を防ぐため、マイカ線等の締め直しや支柱等による補強を行う。

（３）りんごのわい化樹や幼木は、支柱への結束状況を点検し、ゆるんでいる場合は

再度結束する。

４ 野菜・花き・畑作

（１）ビニールハウスやトンネルでは、倒壊したり被覆資材が飛散しないよう施設等

の点検、補修を行うとともに、マイカ線や支柱などで補強する。

（２）マルチ資材は、飛散しないよう土でしっかり固定する。

（３）施設周辺やほ場に排水溝を設け、排水対策に努める。



５ 畜 産

（１）低地や排水の悪い飼料畑は、排水溝を設けるなどの排水対策を行う。

（２）畜舎に雨水が流入した場合に備え、除ふん作業を済ませ、紙袋の飼料などは

浸水しない場所に移動しておく。

（３）ロールベールサイレージは、ストレッチフィルムの破損を防ぐためシート等で

覆う。

（４）畜舎等は、破損を防ぐため支柱等で補強するとともに、シャッターや窓などを

完全に閉める。

６ 農地・農林業用施設

（１）ため池は、貯水位が高い場合には放流して水位を十分に低下させておくととも

に、洪水吐、水門等を点検し、通水の阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

（２）水路は、水門が適正に閉じている、あるいは開いていることを確認し、通水の

阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

【事後対策】

１ 共通の対策

（１）地盤が緩み崩壊の恐れがある農地・林地及び農道・林道並びに増水中の河川など

には、絶対に近寄らないようにし、異常を発見した場合は、速やかに市町村等へ連

絡する。

（２）浸水や冠水したほ場・園地では、明きょやポンプにより速やかに排水する。

２ 水 稲

（１）土砂が流入した場合は、速やかに取り除く。

（２）畦畔や用排水路が破損した場合は、速やかに補修する。

３ りんご・特産果樹

（１）園地に水が溜まった場合は排水に努める。

【りんご】

（１）仕上げ摘果が終わっていない園地では、降ひょうによる傷の有無を確認し、２

ｍｍ以上の大きい傷のあるものは摘果し、それ以下のものはサビなどの被害がは

っきりした段階で仕上げ摘果を行う。

（２）仕上げ摘果を終えた園地では、降ひょうによる傷の有無を確認し、２ｍｍ以上

の大きい傷のある果実は摘果するが、健全果が少ない場合は、樹勢維持のため、

できるだけ着果基準を守る。

（３）被害園ではその後の管理を怠ると、来年の生産に影響するので、薬剤散布など

の栽培管理は通常どおり行う。



降ひょう時の傷の大きさ約２mm 収穫時にサビはほとんど目立たない

【ぶどう】

（１）降ひょうにより折れた新梢は切除し、副梢の発生を促し葉枚数の確保に努める。

（２）被害新梢から伸長した副梢は、基部から４～５枚目で摘心し、結実確保と枝の

充実に努める。

（３）被害を受けた花穂でもできるだけ残し、病害虫防除を徹底する。結実が見込め

ない場合は摘除する。

（４）生育状況に応じて、伸張が弱い場合は、葉面散布を行い、樹勢の回復に努める。

花穂摘除等により樹勢が強くなる場合は、施肥を控えるとともに摘心により枝の

充実を図る。

４ 野菜・花き・畑作

（１）ながいも等のほ場で、「穴落ち」した場合は、速やかに修復する。

（２）果菜類で冠水した場合には、草勢の低下を防ぐため、摘果や早採りで着果負担

を軽減する。

（３）露地で種子が流出したほ場は、再度は種を行う。

（４）降ひょう・浸水・冠水などにより損傷を受けた場合は、病気が発生しやすく

なるので、蔓延しないよう、薬剤散布する。

５ 畜 産

（１）飼料畑に停滞している水は、速やかに排水する。

（２）畜舎が浸水した場合は、家畜伝染病の発生を予防するため、消毒を徹底する。

（３）ロールベールサイレージのストレッチフィルムが破損した場合は、破損部分を

速やかに補修するとともに、できるだけ早く家畜に給与する。

（４）冠水等の被害を受けた飼料は、品質を見極め、十分注意して給与する。



６ 農地・農林業用施設

（１）農地・林地・農林業用施設が被災した場合は、速やかに被災状況を市町村へ報

告する。

（２）被災した農地・林地及び農林業用施設は、身の安全を確保した上で、シートで

被災箇所を覆うなど、被害が拡大しないよう努める。
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【おしらせ】

青森県では、臨時農業生産情報をパソコンやスマートフォンにメール配信するサービス

を実施しています。青森県農業情報のホームページ「アップルネット」からお申し込み下

さい。


